
資料１ 

 2019年度図書館事業の取り組み 

（１） 運営体制 

館長   各館1名 （上野・阿山・大山田・青山・いがまち・島ヶ原） 

職員   上野・阿山2名、その他1名 

委託職員 【上野・阿山・いがまち・大山田】（公財）伊賀市文化都市協会へ委託 

         【島ヶ原】島ヶ原地域まちづくり協議会へ委託 

臨時職員 【青山】1名 

 

（２） 教育方針努力目標に基づく事業計画 

 努力目標 取組内容 主な取り組み・事業 

１ 
市民の学習

活動の支援 
図書館利用促進 

・学校や保育所（園）、幼稚園、に団体貸出する

他、施設見学、職場体験、事業開催の案内を積極

的に行った。 

・上野点字図書館と連携して、録音図書取次窓口

サービスを開始し、活字での読書が困難な人が録

音図書を利用できる体制を構築した。 

２ 

利用者サー

ビスの充実 

 

図書の貸出 

・広報いが市や図書館だより、図書館ホームペー

ジなどで新着図書・おすすめ図書の紹介や読み聞

かせ会等催し物の情報発信を行なった。 

・学校や保育所（園）、幼稚園、教育集会所、ボ

ランティア団体等に団体貸出し、それぞれの団体

における読書推進に繋げた。 

・上野図書館の蔵書の一部を阿山図書室へ移管

し、1階書架閲覧の利便性向上に寄与した。 

図書配送サービス 

・図書館システムの連携や配送サービスで利便性

の向上を図る。 

・毎月小学校へのセット文庫定期配送し、児童の

読書推進と図書館利用カード登録に向けた利用促

進に繋げた。 

３ 
読書活動の

支援と充実 

読み聞かせ会等の実施 

・ボランティアグループと連携しながら、全館で

定例の読み聞かせ会を実施する他、「伊賀上野

NINJAフェスタ」期間及び小学校へも訪問する

中で、絵本や紙芝居などの読み聞かせ会を実施

し、子どもが本に親しむ機会づくりに寄与した。 

特集コーナーの設置 
・毎月、テーマに合わせた展示や特集コーナーを

設け、市民の読書への関心を高めた。 

読書感想文コンクール

による読書活動の啓発 

・第15回読書感想文コンクールを開催し、市民

の読書推進及び普及に努めた。 

4 

資料の収集

と活用の推

進 

資料の収集と活用 

・市民ニーズに添った新刊図書を購入に努め、資

料の充実を図った。 

・歴史資料を活用し、企画展示する中で、伊賀の

歴史を学ぶ機会を提供した。 

 

 


